
 

前田家歴代を祀る神社（二） 

附．富山前田家墓所、大聖寺前田家墓所 

 

塩谷 忠士  

 

きくざくら第２８号に加賀前田家歴代のご当主を祀る神社を紹介しまし

たが、私事で長らく続きをまとめられずにいました。そこで今回は続きと

なる富山前田家、大聖寺前田家歴代のご当主を祀る神社と、合わせて歴代

を埋葬した大名墓地を紹介したいと思います。  

 

１、富山前田家歴代を祀る神社 

１-１、於保多神社 富山県富山市於保多町１-３２ 旧県社 

主祭神：菅原道真公、前田利次公、前田正甫公、前田利保公  

 御祭神は比叡山座主から贈られた石榴天神の尊影。弘長三年（１２６３）

新庄に浄禅寺を創建して安置する。寛文五年（１６６５）天神町に移転し

た浄禅寺境内に宮を建立して尊影を勧請して鎮守とする（天満宮のはじま

り）。水害により宝永五年（１７０８）柳町に移転する。文化七年（１８１

０）初代利次公を祀る国玉

社を九代利幹公が創建し、

明治六年（１８７３）於保

多神社と改称して天満宮の

相殿とする。明治十一年（１

８７８）天満宮の社名を於

保多神社と改称する。明治

四十四年（１９１１）二代

正甫公、十代利保公を合祀

する。  

 

 

１-２、鹿嶋神社  富山県富山市鹿島町２-８ 旧郷社 

主祭神：武甕槌命、大己貴命、少彦名命、前田正甫公  

もとは桃山末期に神通川対岸の有沢に創建されたという。初代利次公分

封の頃、杵築社、稲荷社とともに磯部に遷座され、二代正甫公は産土神と

して境内周辺に広大な磯部御庭を築庭される。越中売薬、殖産興業の祖と

される正甫公は当地にあった家老近藤長房の下屋敷で誕生し、境内に産湯

井戸が残る。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１-３、薬祖社 富山県富山市茶屋町７５１１  

主祭神：少彦名神、前田正甫公、前田利保公、万代常閑命、日比野小兵

衛命、松井屋源右ヱ門命、八重崎屋源六命  

宝永元年（１７０４）、千石蔵に隣接する稲荷高に伏見稲荷大社から御分

霊を祀り創建された豊栄稲荷神社の摂社。昭和四十八年（１９７３）呉羽

山に遷座する。薬祖社は本殿の左殿に祀られ、医薬祖神の少彦名神、越中

売薬の祖二代正甫公、本草

学の大家だった十一代利保

公、反魂胆の処方を伝授し

た万代常閑翁、長崎で万代

常閑翁から反魂胆と処方を

受け取り持ち帰った家臣の

日比野小兵衛、富山で反魂

胆を製造した薬種商人松井

屋源右ヱ門、松井屋の手代

で売薬行商を任され配置薬

の祖とされる八重崎屋源六

の七柱が祀られる。  

 

 

２、大聖寺前田家歴代を祀る神社 

２-１、江沼神社  加賀市大聖寺八間道５５ 旧県社 

主祭神：前田利治公、菅原道真公  

 宝永元年（１７０４）、三代利直公の邸内に祖神菅原道真公を祀る天満天

神社を創建する。明治七年（１８７４）初代利治公を祭神とした松嶋神社



 

富山前田家墓所  西内区（ 2015 年 11 月撮影）  

 

は、明治十年（１８７７）江沼神社と改称し、廃藩時に那谷寺境内に遷座

した天満天神社を同十二年（１８７９）合祀する。境内の江沼神社庭園（市

指定名勝）や長流亭（国指

定重要文化財）は旧大聖寺

藩邸庭園を引き継いでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３、富山前田家墓所（長岡御廟） 

富山前田家墓所は呉羽丘陵の北東部先端にある。延宝三年（１６７５）、

二代正甫公が初代利次公の墳墓を築造し、廟所の守り役として菩提寺の曹

洞宗光厳寺の末寺として真国寺を建立した。その場所は利次公が新しい城

（百塚城）と城下町を築くことを夢見た地の一角（八ヶ山）、西と北の二内

区にご当主十二代の墓が造られていった。貴重な大名墓地でありながら、

参道や家臣が寄進した燈籠が民間墓地整備により移動や消滅してしまって

いるため史跡指定されておらず、宗家の加賀前田家墓所のように認知度は

高くない。  



 

大聖寺前田家墓所（ 2019 年 8 月撮影）  

 

富山前田家墓所  

 

「富山藩主前田家墓所  長岡御廟」から抜粋、世代を加筆  

 

４、大聖寺前田家墓所  

 大聖寺前田家墓所は山ノ下寺院群の南端、曹洞宗実性院にある。万治四

年（１６６１）、二代利明公が初代利治公の墳墓を築造し、移転改名した実

性院を菩提寺とし

た。実性院の裏山

墓地の最高所にご

当主十四代の墓地

があり、隣接した

一段低い場所に家

老の前田主計家と

前田中務家の墓所

を設ける。平成二

十二年（２０１０）

に加賀市史跡に指

定された。  

 

 



大聖寺前田家墓所  

 

「大聖寺城跡  大聖寺藩主前田家墓所  確認調査報告書」から抜粋、世代を加筆  

 

５、おわりに 

 ずっと心残りであった前文の続きをまとめられて安堵している。富山と

大聖寺は歴代墓所を分散させず一カ所に集中して築造した全国的にも希有

な大名家なのだという。二代利長が高岡に葬られた加賀前田家墓所は野田

山と合わせて平成二十一年（２００９）に国史跡に指定された。興味があ

れば加越能を治めた歴代の眠る場所に墓参してみてはいかがでしょう。  
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